
事例２ 学級活動（２）日常の生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全 

            「エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成」の事例  

〇学年    第 1学年       

〇主な内容  ＩＣＴ端末等とＳＮＳの安心・安全な活用への指導  

〇事例のポイント    

①生徒の実態に即した授業展開にするために事前アンケートを活用する。 

 ②原因の追究場面と解決方法の共有場面での話合い活動を重視する。 

 ③生徒の思考を促す資料や事例を活用する。 

 ④「社会に開かれた教育課程」の実現に向けて保護者と連携する。 

 ⑤学級活動の学習過程において効果的に資料やＩＣＴ端末を活用する。 

 

１ 題 材 「ＩＣＴ端末等とＳＮＳの安心・安全な活用」 

                                      

２ 生徒の実態と題材設定の理由  

  本学級の生徒は、授業だけではなく係や委員会活動等の諸活動にも意欲的に取り組む様子が多く見

られる。ＩＣＴ端末を活用する場面においても、小学校での経験から、ほとんどの生徒が基本的な操

作方法を身に付けており、生徒自身の力で様々なことができるようになってきている。家庭でのＩＣ

Ｔ端末等の活用に関しては、社会情勢もあり、高い割合で生徒が何らかの機器をある程度自由に活用

できる状況である。しかしながら、ＩＣＴ端末等の活用における約束やルールを決めていない家庭も

ある。そこで、授業を通して扱い方やモラルについて指導する必要がある。 

  本題材は、学級活動（２）「エ 心身ともに健康で安全な生活態度や習慣の形成」に関わり、ＩＣ

Ｔ端末等を大切に扱い、家庭や学校での約束やきまりを守りながら使うことを理解し、他者との協働

を自他ともに安心・安全かつ効果的に進められるようにすることをねらいとしている。これは、情報

活用能力（情報モラルを含む）の資質・能力の育成のため年間指導計画に位置付けられた題材であり、

第１学年でＩＣＴ端末等やＳＮＳの使い方として、「心身ともに健康で安全にＩＣＴ端末等やＳＮＳ

を使用していくこと」という二つの内容を自分自身の問題として捉えられるようにしていく。 

指導に当たっては、生徒が自分自身の様子を振り返るとともに、アンケート結果や事例の活用、話

合い活動を通して、ＩＣＴ端末等とＳＮＳの安心・安全な使用を理解し、今後の目標を意思決定でき

るようにしたい。また、主体的に関わる態度を育んでいきたい。 

 

３ 評価規準 

よりよい生活を築くための 

知識・技能 

集団や社会の形成者としての 

思考・判断・表現 

主体的に生活や人間関係を 

よりよくしようとする態度 

自己の生活上の課題の改善

に向けて取り組むことの意義

を理解している。 

適切な意思決定を行い実践

し続けていくために必要な知

識や行動の仕方を身に付けて

いる。 

自己の生活や学習への適応及

び自己の成長に関する課題を見

いだしている。 

多様な意見をもとに自ら意思

決定して実践している。 

他者への尊重と思いやりを深

めてよりよい人間関係を形成し

ようとしている。 

他者と協働して自己の生活上

の課題解決に向けて、見通しを

もったり振り返ったりしなが

ら、悩みや葛藤を乗り越え取り

組もうとしている。 

自他の健康で安全な生活を構

築しようとしている。 

 

 

 

 



４ 事前の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

・題材を知る。 

 

 

・アンケートに答える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・問題意識を高められるよう、

事前に予告する。 

 

・アンケートは保護者とともに

回答できるよう、事前に配布

しておく。 

 

 

 

 

 

◎アンケートを通して、これま

での自分のＩＣＴ端末等の

使い方や、ＳＮＳを通しての

友達や家族との関わり方を

振り返ろうとしている。 

【態】（アンケート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時の指導  

⑴ ねらい   

ＩＣＴ端末等とＳＮＳの使い方について、自分の行動を振り返ったり、友達の考えを参考に考え

たりしながら、自他の安心・安全な活用を理解し、自分の課題に合った目標を意思決定し、実践し

ていくことができるようにする。 

⑵ 展開  

 生徒の活動 
指導上の留意点 

資料 
目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） T1（学級担任） T2（養護教諭） 

導

入 

 

10 

分 

１ 本時のテーマについて確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

「タブレット端末やスマートフォン等の使用に関するアンケート」（学年実施）  
                                      

 質問例（生徒用）  
①家庭でタブレット端末やスマートフォン等を使うルールを決めていますか 
（はい７０.４％／いいえ２９.６％） 

②（「はい」と答えた場合）どのようなルールを決めていますか（複数回答可） 
（時間４９.２％／相手に迷惑をかけない３５.５％／自分を守る３３.２％／金額２８.３％等） 

③タブレット端末やスマートフォン等を使って 
（オンラインゲーム含む）、嫌な思いをしたり、 
トラブルにあったりしたことはありますか 
（はい７.９％／いいえ９２.１％） 

④（「はい」と答えた場合）どのような内容ですか（複数回答可） 
（視力低下２０.７％／睡眠不足１８.９％／悪口１２.９％／写真等個人情報の流出２.６％等） 

⑤嫌な思いをしたり、トラブルにあったりしないためには、どのようなことに気を付ければよいと思います
か（複数回答可） 
（誰かに相談する２７.５％／相手と話し合う１２.３％／スマホを使わない８.１％等） 

 
 質問例（保護者用）  
①子供に自分専用の携帯電話やスマートフォン等を持たせる理由は何ですか（複数回答可） 
（連絡手段９０.９％／所在地の把握４３.１％／周りの子供が持っている１８.３％等） 

②子供のスマートフォン等の使い方について説明を受けたり学んだりしたのはどのような場面ですか 
（複数回答可） 
（配付物５７.２％／学校（教員）３１.９％／学校（外部講師）２０.２％／契約店１２.６％等） 

③子供のタブレット端末やスマートフォン等の使い方について困っていることはありますか 
 （複数回答可） 
（学習時間の減少２８.８％／睡眠不足２１.１％／不規則な生活１５.８％／会話の減少１０.９％等） 

④子供がタブレット端末やスマートフォン、ＳＮＳ等で嫌な思いをしたり、トラブルにあったりしないため
には、どのようなことを学ぶべきだと思いますか（複数回答可） 
（相手に迷惑をかけない８４.４％／スマホ依存しない７１.５％／自分を守る２０.８％等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

タブレットとＳＮＳを誰もが安心・安全に活用できるようにしよう 

事例のポイント① 

「埼玉県公立学校におけるスマートフォン等の利用状況等に関する調査」など、実

際の調査を活用したり参考にしたりする。 

編 Ｐ186指導計画作成の留意事項⑷ 

事例のポイント② 

T2 である養護教諭の役割や

指導内容について事前に打

合せを行い、指導の効果を高

められるようにする。 

事例のポイント① 

実際には問題であっても、問題だと自覚していな
い人が多いことが課題であることを押さえる。 



つ

か

む 

２ アンケート結果から課題

を知る。 

 

・アンケート結

果を大型モニ

ターとＩＣＴ

端末で共有す

る。 

・アンケ

ート集

計結果 

展

開 

 

30

分 

 

さ

ぐ

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見

つ

け

る 

 

３ 養護教諭の話を聞き、ＩＣ

Ｔ端末等とＳＮＳの活用で

課題だと感じたり悩んだり

している生徒の事例を確認

する。 

 

 

 

 

 

 

４ 課題や悩みについて、その

原因や改善の必要性を考え

発表する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 課題を解決するための方

法を考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・自他の心身の

不調につなが

る恐れがある

ことに気付く

ことができる

ようにする。 

・未経験の内容

についても自

分事として考

えられるよう

にする。 

 

 

 

 

・物理的・心理

的な安心・安

全について、

できる限り複

数の解決方法

を考えるよう

に指示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・事前に生徒か

ら出たＩＣＴ

端末等とＳＮ

Ｓの活用での

課題や悩みに

ついて説明す

る。 

 

 

 

 

・課題を自分事

として考える

ように助言す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ＳＮＳの使用

について相手

の心情を考慮

して考えるよ

うに指示す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・課題や

悩みの

事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習カ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習カ

ード 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎課題の解決

に向けて取

り組むこと

の意義を理

解し、適切な

意思決定を

行うために

必要な知識

や行動の仕

方を身に付

けている。 

【知・技】（観

察・学習カー

ド） 

［悩む生徒の事例］※事例⑴～⑶は展開４・５とリンク 

事例⑴ 早朝や深夜に連絡や指示を書き込む人がいて

困る。 

事例⑵ 他人の書き込みにどう反応してよいか迷う。 

事例⑶ 文字だけではその人の気持ちが分かりづらい。 

［解決方法に関する生徒の記述］ 

事例⑴ 連絡や書き込みをして

よい時間を設定する。 

事例⑵ 書き込みへのリアクシ

ョンは原則しなくていい

ことにする。 

事例⑶ 書き込みの内容につい

て学校でもう一度確認す

る。 

［原因に関する生徒の記述］ 

事例⑴ 他人の都合を考えずに

連絡や書き込みをしてい

るから。 

事例⑵ 書き込みには必ず反応

しないといけないという

雰囲気があるから。 

事例⑶ メールと同じで、表情や

声の感じが分からないか

ら。 

［教師の発言］ 

・ＩＣＴ端末の管理だけではなく、

みんなの心の安心・安全のために

はどのような事に気をつければ

いいだろう。 

・具体的にはどのようなルールや行

動が必要だろう。 

 

事例のポイン

ト③ 

思考ツールを

活用して考え

を広げたり深

めたりできる

ように学習カ

ードを工夫す

る。 

事例のポイント⑤ 

ＩＣＴ端末も活用する

ことで、どの生徒にもア

ンケート結果を見やす

くする。 



６ それぞれが考えた方法に

ついて学級全体で話し合い、

多様な意見や考えに触れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 養護教諭の助言を聞く。 

・理由をつけて

発表できるよ

う、事前に指

導しておく。 

・生徒の意見以

外の解決方法

について、具

体例を示しな

がら丁寧に説

明する。 

・多様な意見を

発表してよい

ことを確認す

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・授業後の実践

につながるよ

う、具体的な

助言をする。 

・学習カ

ード 

 

終

末 

 

10

分 

 

決

め

る 

８ 自分に合った目標につい 

て再考し、意思決定をする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 学級担任の話を聞く。 

・他者の意見を 

 参考にしなが  

 ら、個々に合 

 った取組を決 

 めて学習カー 

 ドに記入でき 

 るようにして 

 いく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・学習カ

ード 

◎自分の課題

に合った目

標を決めて

いる。 

【思・判・表】 

（発言・学習

カード） 

 

６ 事後の指導 

生徒の活動 指導上の留意点 
◎目指す生徒の姿 

【観点】（評価方法） 

・自分が決めた取組を実践し、学

習カードに記入する。 

 

 

・継続的な実践の中での新たな気

付きや課題を発表する。 

・取組を確認し合う場を設け、

お互いの実践を認め励まし、

継続的に取り組めるように

する。 

・学級活動や学級通信を通し

て、生徒が保護者とともにＰ

ＤＣＡサイクルを意識でき

るようにする。 

◎自分が決めた取組を実践し

ようとしている。 

【態】（観察・学習カード） 

 

 

 

事例のポイント③ 

文科省の「情報モラル学習サイト」

等、ＩＣＴの活用も検討する。 

［生徒が決定した目標］ 

 ＳＮＳで書き込める便利さだ

けに頼らず、直接話し合うコ

ミュニケーションを大切にし

ていく。 

編 P186指導計画作成の留意事項⑷ 

［生徒の発言］                  

・「感情が分かりづらいという意見があるけど、絵文字やスタン

プを使えば感情は伝わると思います。」  

・「絵文字やスタンプを使うことに慣れていなかったり、使うこ

とが負担だったりする人もいるので、問題は中々なくならな

いと思います。」         

・「学校でもう一度説明をすればいいと思います。」 

事例のポイント④ 

家庭との継続的な連携を図る。 

事例のポイント② 

机をコの字型に並べ

て、話合いを活発にで

きるようにする。 

編 Ｐ186指導計画作成

の留意事項⑵および⑸ 

［助言のポイント］ 

・日々進歩する物や技術について、扱い方やモラル

を定期的に見直す必要がある。 

・実践を続けるためには家族の協力が大切である。 

 

 


